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研究成果の概要（和文）：本研究では、アーレント、ルフェーブルを中心とする公共空間に関する議論をふま
え、世界の異なる都市（パリ、アテネ、イスタンブル、アフマダーバード）における公共空間の現状について、
そこを生業の場としてきたロマ／「ジプシー」、露天商の視点から明らかにした。4都市に共通してジェントリ
フィケーションは進行しており、パリでは移民（ロマ）が情報交換を行ってきた公共空間は消滅していた。しか
しアフマダーバードでは、公共空間を流用しものの流通をうながすことで異なるコミュニティを結びつけ、新た
な商空間を創出する役割を露天商が果たしており、アテネ、イスタンブルでも「ジプシー」のネットワークが公
共空間の持続を支えていた。

研究成果の概要（英文）：This research, based on discussions on public space led by Arendt and 
Lefebvre, attempted to examine the present public space in different cities in the world (Paris, 
Athens, Istanbul and Ahmedabad) from the viewpoints of the Roma/”Gypsies” and the street vendors 
who have worked there. Gentrification goes on in all the four cities; in Paris, migrant workers (the
 Roma), who had exchanged information among them in public space, were driven out from there. 
However, in Ahmedabad, street vendors play a role of connecting different communities and creating 
new commercial space by using public space temporarily to activate circulation of goods. In Athens 
and Istanbul, too, networks of street vendors and “Gypsy”communities contribute to keeping public 
space by building relationships with passengers and other business people.

研究分野： 文化人類学
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１．研究開始当初の背景 
申請者が研究を続けてきた商業移動民や

ロマ／「ジプシー」と呼ばれる人々の生業の
場である公共空間は、グローバル化とともに
均質的で私有化され、排除をともなう新たな
階層間の係争の場となりつつある。本研究は
そのような現代的な状況をふまえて、いかに
公共空間を生活の場としてきた人びとがコ
ミュニティを再編しているのか、異なる地域
の公共空間を事例に検討することを目的と
している。1990 年代以降、欧米の都市では
グローバル化にともなうジェントリフィケ
ーションやゲーテッド・コミュニティの出現
が問題となり、公共圏[ハーバーマス 1994]
や公共空間に関する議論[アレント 1994;ル
フェーブル 2000; ソジャ 2005]が活発に展開
されてきた。これら「空間論的転回」とも呼
ばれる一連の議論は、非西洋地域でも検討さ
れてきたが[Kaviraj 1997; Brosius 2010]、そ
こでは公共空間の排除と包摂の問題、つまり
公共空間の「公共性」の問題が中心であり、
空間そのものが焦点化されてこなかった
[Law and Smith 2005]。2000 年代以降のイ
ンフォーマルセクターによる公共空間の利
用に関する地域横断的な研究[Brown 2006; 
Bhowmik 2010] は参考になるが、公共空間
の歴史的変容や共同体再編の実態、グローバ
ル資本の国家間移動の問題については検討
の余地を残している。さらに従来の研究では、
空間への帰属をめぐる情動や身体の問題は
等閑視されがちであった。とりわけ申請者が
たずさわってきたロマや移動民の場合、居住
地や生業の場からの強制立ち退きが差別や
排除として指摘されることはあっても、不安
定で流動的な生活環境で生まれる安定的な
帰属や主体への希求は移動という生活形態
が本質化されることで焦点化されてこなか
った[Theodosiou 2003; 岩谷 2013］。 
そこで、本研究は（１）空間変容から共同

体の再編を問う視点、（２）グローバル資本
の国家間移動、（３）空間への帰属をめぐる
情動や身体の問題、に着目し公共空間と共同
体の再編に関する現状と課題を解明する必
要性に立脚して開始された。 

 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、グローバルな人と資本の
流入が加速することで変容している公共空
間とそこからの排除と包摂の問題について、
公共空間の成立と進展の歴史が異なる 4都市
（アテネ、パリ、イスタンブル、アフマダー
バード）を例に、（１）公共空間をめぐる概
念とその地域による違い、（２）公共空間を
生活の場としてきた人々が媒介する人とモ
ノのネットワーク、（３）グローバル化によ
って変容する公共空間の実態、（４）空間へ
の帰属をめぐる情動と身体の問題、について、
現地調査と歴史資料・文献の検討によって明
らかにすることである。都市によって異なる
展開を見せる公共空間の変容と共同体再編

の要因を明らかにし、都市の公共空間がいか
に多様性を確保することが可能か、その方策
を提示することを目指す。 
 
３．研究の方法 
（１）公共空間をめぐる概念と地域による違
いについて、哲学・地理学・人類学・社会学
の文献をレビューし、先行研究を整理する、
（２）異なる歴史と都市政策をもつヨーロッ
パとアジアの 4都市（アテネ、パリ、イスタ
ンブル、アフマダーバード）の公共空間をめ
ぐる諸政策、特定の広場や路上市の成立過程
と 1990 年代以降の空間再編（再開発、ジェ
ントリフィケーション、強制移住）の現状を
文献および自治体や開発業者への聞き取り
から明らかにする、（３）（２）の公共空間を
生業の場としてきた人 （々ロマ／「ジプシー」、
ヴァグリ、露天商、出稼ぎ民）の空間利用と
帰属意識、公共空間の変容が及ぼす共同体へ
の影響について現地調査により明らかにす
る。 
 
４．研究成果 
 調査を行った4都市で共通してジェントリ
フィケーションと土地の資産化は生じてい
たが、公共空間の生成という側面で大きな違
いが見られた。 
（１）パリ…政府の移民統制を受けて、かつ
て移民たちによる情報交換の場として機能
していた郊外の広場には移民たちの姿はな
く、（移民）ロマは本国へ送還されたり郊外
の集住地へ移住させられたりしていた。しか
し、フランスでの出稼ぎは東欧のロマの私的
空間（家屋の新築）を生み出してもおり、地
域を超えて人とモノがフローすることで、共
同体の再編を生み出しているともいえる。 
（２）アテネ…公共空間における生業は行政
の許可を必要とするが統制は緩く、露天商間
での空間調整や縄張り意識、住人や通行人、
商店との関係の方がより彼らの空間利用に
影響を与えていた。「ジプシー」は露天商、
スクラップ収集やアンティークの売買など
の生業を公共空間で行ってきたが、トルコ国
境での物流制限、スクラップ収集業への移民
の参入を受け、公共空間での生業は困難にな
ってきている。「ジプシー」下位集団の違い
が扱うモノとネットワークの違いを構成し
ている。 
（３）イスタンブル…都市中心部のジェント
リフィケーションと行政による公共空間の
管理が甚だしく、公共空間からの露天商やア
ーティストの排除もロマの生活に影響を与
えている。しかし、国家および自治体（シリ
ア難民受け入れ、票田としてのロマの扱い）
と開発業者との目的の齟齬が結果的にロマ
の生業を持続させている面もあり、公共空間
におけるロマの位置づけは流動的である。ア
テネ同様に「ジプシー」間のネットワークが
公共空間での生業（花屋、露天商）を支えて
おり、公共空間における異なる人々（トルコ



人、クルド人）との情動的なつながりも彼ら
の生業の持続に関わっていた。 
（４）アフマダーバード…旧市街の再開発と
ジェントリフィケーションによって露天商
（ヴァグリ）は公共空間へのアクセスを制限
され始めている。しかし彼らは既存のコミュ
ニティのネットワークを利用する形で、制限
されるようになった公共空間のアクセスを
部分的に流用しながら、ゲーテッド・コミュ
ニティやジェントリファイされた空間にお
けるもの（古着、スクラップ）の加工・流通
に従事している。また、彼らがものを一時的
に集積させる公共空間を介して、地域や階層、
国境を超えて新たなもののフローが生まれ
ているとともに、そのフローに従事する新た
なコミュニティの空間（例:他州から流入し
たムスリム）を生んでいた。このような動態
から公共空間の変容をとらえることが可能
であり、コミュニティの結びつきも活発化し
ていた。 
以上の現地調査での知見を通して、第一に、

公共空間の資産化や私有化より、ものをフロ
ーさせる人々のネットワークから公共空間
の現状をとらえる重要性が明らかになった。
そうしたネットワークから見えてくるもの
は、公共空間を人とものが経由することで拡
張する公共空間がもつひらかれた空間性で
あり、私的空間も含めた空間の連関によって
生み出される異なる人々の結びつきである。
第二に、公共空間におけるもののフローを担
っていたのは、当該社会において周縁的な存
在（移民、移動民、「ジプシー」、エスニック・
マイノリティ）であった。「ジプシー」集団
内の下位集団ごとの生業やネットワークの
違いはある程度明らかになったものの、相互
の重なりあいや協働についてはさらなる把
握が必要であり、公共空間の担い手側の包摂
と排除についても検討する必要がある。第三
に、４都市において「ジプシー」やロマ、移
動民の公共空間における生業がグローバル
化にともなう都市空間の資産化によって制
約されている現状は共通していたが、公共空
間における彼ら同士、同じ空間で生業を営む
異なるマイノリティや地域の人々との身体
的・情動的なつながりには違いがあり、それ
が彼らの生業の持続と公共空間のあり方を
差異づけているのではないかとする仮説的
結論に至った。なお、第三の点と関連して、
公共空間をめぐるメディア表象のアクター
への影響についてはさらなる調査が必要で
ある。 
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